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Summary 
The present study was made to clarify the temperature conditions minimizing the number of days 
from seeding to foliage-Ieaf emergence of Lil間桝 auratumLindl. When the seeds were incubated at 29'C 
for 6 weeks after seeding， seed dormancy was effectively broken， and .hypogeal germination of the seeds 
occurred more rapidly after the seeds were transferred to the temperature condition of 21 'c. When the 
seeds were cultured at 21 'c for 8 weeks after the high temperature incubation， leaf emergence after 
chilling was more promoted. The optimum temperature and duration of chilling necessary to remove epト
cotyl dormancy were 5'C and 10 weeks. The optimum temperature of leaf emergence was about 20'C， 
and leaf emergence was strongly inhibited at 25'C or more. Seed-coat removal treatment before high 





































検討した stage 1，地下発芽誘導期(高温感応期); 


























葉を調査する実験では，ペト リ血中で地下発芽した種子 件に近い330C (16時間) -210C (8時間)と，較差をよ
をパーミキュライトを培土として小トレーに順次植付 り大きくした370C (16時間)-210C (8時間)とを設定
け，ある期間培養後低温処理を行ない，その後温暖な明 し， 1， 2週間変温処理後21tに移して地下発芽を調査
条件に移して出葉を調査した.温暖条件としては，当研 した.対照区として37，330Cの恒温処理区を設定した.
究室で常設している 40C間隔の一連の恒温条件 (5 ，…， 実験 3aおよび3b 種子の地下発芽に及ぼす高温感応
17， 21， 25， 290C，…)のうち， 210C条件を用いた. 期の処理期間の影響
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Stage 1 高温感応期.Stage n 地下発芽期.















験は 2回に分けて行い， 29.C処理期間を 1，2， 4， 6， 































































よび一般的な発芽促進剤の 1つであるチオ尿素処理など 地下発芽に及ぼす高温感応期の処理温度の影響(実験 1，
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第1表種子の地下発芽に及ぼす高温感応期の処理温度の影響 (実験1) 
発芽率%Z 発芽所要日数Y 発芽ピーク (%)X 実験開始時からの
処理温度¥処理期間 1週間 2週間 1週間 2週間
無処理 66 90.6土2.3
25"C 65 79 90.5 :!:3.1 83. 0:!:3. 0 
29"C 67 78 87.l:!:3.2 70.7:!3.0 
33"C 77 73 77.7::!:3.1 73.1土3.3
37"C 82 79 72.6土2.7 68. 6 :!3 . 1 
1週間 2週間
84-104 (26) 
84-104(20) 8ト 108(28) 
84-104(22) 52-72(23) 
60-80 (25) 56ー 76(21) 




41"C 69 0 54.4土2.8 … 2か-40(28) 
97. 5 :!3 . 1 97 . O:!: 3 . 0 
94.l:!:3.284.7::!:3.0 
84 . 7 :!3 . 1 87 . 1土3.3
79. 6 :!2. 7 82. 6 :!3 . 1 
61.4土2.8






いる.しかし 29"C2週間処理では実験開始時から発芽 の影響(実験3a) 
までの日数は無処理より短縮された.これは29"C2週間 処理発芽率 発芽 発芽ピーク実験開始時からの









処理 処理発芽率 発芽 発芽ピーク
温度 期間 % 所要日数 (%) 
無処理 78 110. 9:! 1. 9 104-124(35) 
37"C週 93 82. 9:!:2. 9 72-92(38) 
37-21"C 1週 97 90.0:!2.1 84-104(36) 
37"C 2週 90 77.4:!3.3 80--100 (36) 
37-21"C 2週 95 92.3土1.9 8ト 100(46) 
33"C 2週 73 97. 7:!3. 4 68-88(23) 
33-21"C 2週 74 96.0::!:3.1 10ト 120(25) 
変温処理後は21"Cに移す.
地下発芽に友ぼす高温感応期の処理期間の影響(実験1，
3 a， 3 b) 
処理期聞が 1-2週間の場合， 29"C-37"Cの温度区で
は処理期聞が長くなると発芽が早くなった (第 1表). 
処理期聞が2週間以上の場合， 29"e処理のみを行ったが，
10 
1週 67 87.1土3.2 84-104(22) 94.1土3.2
2週 78 70.7土3.0 52-72(23) 84.7::!:3.0 
4週 98 54.3土3.0 24-44 (34) 82.3:!3.0 
6週 97 43.3土3.1 12-32 (54) 85.3:!:3.1 





期間 % 所要日数 (%) 発芽所要日数
6週 81 32. 9:! 1. 1 12-32(48) 
8週 81 28.9土1.0 8-28 (54) 
10週 88 23.8士0.9 8-28(68) 
高温感応、期の処理混度は29"C• 





























無処理 98 44.6:14.1 12-32(53) 前 .6:14.1
全除去 100 22.5:12.1 8-28 (74) 64.5 :12.1 

















ほど有意に高くなり(第 7a， 7 b表)，また高温処理期 の影響は認められなかったが，地下発芽 ・小球形成期間
第6表 種子の地下発芽に及ぼす高温処理前の化学薬剤処理の影響(実験5) 
薬剤j処理 発芽率 発芽 発芽ピーク 実験開始時から
% 所要日数 (%) の発芽所要日数
無処理 98 44.6:14.1 12-32(53) 
95%エタノール 95 37. 4:!: 3.9 12-32 (62) 
95%アセト ン 100 44.7:13.9 12-32(57) 
さらし粉 97 46.5:14.0 12-32(44) 
0.2%チオ尿素 89 53.3:14.6 12-32(34) 
0.6%チオ尿素 91 59.5:14.1 80-100(49) 
水10分間 91 55.9:14.9 12-32(33) 















第7a表 出葉に及ぼす高温感応期の処理期間と地下発芽 ・小球形成期間の影響(実験6) 
高jE 地下発芽 地下発芽 出業率Y 低温処理 出業ピーク 実験開始時から
処理 小球形成 率z 絶対x 相対w 後の出禁 (%) 出葉までの
期間 期間 % % % 所要日数 所要日数
6週間 6週間 59 25 42 30.5:f2.9 12-32(17) 184. 5:f2. 9 
6週間 8遇間 68 52 76 23.4:f1. 7 8-28(43) 191. 4:f 1. 7 
6週間 10週間 78 46 59 24.0土2.0 8-28(34) 206.0:f2.0 
・ー・・・・・・ーー・ 守司 ・ー・・--------------------------------------------.------ーーーーー・ーーーーー ・ーー・・ ・ーー -ーー
8週間 6週間 63 29 46 30.8土3.1 8-28(20) 198.8:f3.1 
8週間 8週間 72 47 65 22.9土1.6 8-28(34) 204.9:f:1.6 
8週間 10週間 81 47 58 21.2土1.5 8-28(43) 217.2:f:1.5 
10週間 6週間 75 31 41 29.8土2.8 8-28(18) 211.8:f:2.8 
10週間 8週間 75 55 73 21.9土1.3 8-28(50) 217.9土1.3











高温処理 6週間 68a 41a 59a 26.0a 
期間 8週間 72a 41 a 56a 25.0a 
10週間 80b 55a 68a 24.2a 
有意差 * なし なし なし
地下発芽 6週間 66a 28a 43a 30.4a 
小球形成 8週間 72b 51b 7lb 22.7b 
期間 10週間 83C 58b 69b 22.0b 
有意差 ** * なし ** 














5t処理 相対出葉率 低温処理後の 出禁ピーク
期間 %Z 出葉所要日数 (%) 
6週間 10 42. 7:f6. 7 36-55(7) 
8週間 33 28.8土2.5 16-36(30) 
10週間 80 24.2:f2.1 12-32(63) 







5t処理 低温処理 出葉率 低温処理後の
期間 後の温度 % 出葉所要日数
6週間 21t 10 42.7土6.7
6週間 25t 0 
6週間 29t 0 
8週間 21.C 33 28.8土2.5
8週間 25t 7 30.0:f2.0 
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出葉に及ぼす低温処理後の温度の影響(実験8)

























































6遡間一 3ヵ月間2) 1 -4.4'Cでの 3-6ヵ月間3) 0 
-2.2'Cでの 6-8週間5) 5 -10'Cでの 6-8週間8)









4週間以上処理すれば十分高くなり，また，播種から地 5 'C， 10週間といえる.
下発芽までの総日数が最短になったのは29'Cでは2-6 低温処理後の出葉適温に関する報告は少なく，わずか
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うと休眠打破効果が大きく，次の段階で地下発芽が促進 本葉展開に及ぼす影響.野菜試報A. 1: 173-184. 
された.
高温処理後から低温処理開始までの聞に地下発芽し，
小球を形成するが，良好な出葉を得るためにはこの期間
は210Cで8週間は必要で、あった.
上匹軸休眠打破のための低温処理は 50C，10週間が適
当と考えられた.
低温処理後の出葉適温は約200Cと考えられ， 250C以上
の温度では出葉が強く抑制された
なお，高温処理前に種皮を全除去すると地下発芽が著
しく促進された.
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